
令和元年１２月６日 
  会 員 各 位 
                                   山形県連合小学校長会長  鈴木 一尋 
                                   研 究 協 議 会 実 行 委 員 長    渡部  敬 

第７４回山形県連合小学校長会研究協議会のご案内（第一次） 

初冬の候、会員各位には、ますますご健勝にて学校経営にご精励のこととお喜び申し上げます。 

 さて、標記の件につきまして、これまで長年にわたる開催の伝統と、特に前回の東置賜地区校長会主管による

研究協議会の成果をふまえながら下記のとおり開催いたします。 
つきましては、ぜひご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 
記 
 

１ 主 題  新たな知を拓き 人間性豊かな社会を築く  日本人の育成を目指す小学校教育の推進  

～夢と希望をもち 共に未来を拓く いのち輝く子どもを育てる学校経営～ 

 
２ 主 催  山形県連合小学校長会 
 

３ 主 管  田川地区小学校長会 
 

４ 後 援  山形県教育委員会・山形県市町村教育委員会協議会 
 

５ 期 日  令和２年６月１２日（金） 
 

６ 会 場  ヒルズサンピア山形 〒990-2333 山形市蔵王飯田637 TEL:023-631-1555 FAX:023-632-5320 

 

７ 日 程 

9:30 10:00   10:30 10:45           12:20      13:20                15:40 

受付 
全体会 

(30) 

休憩 

(15) 

研修Ⅰ 
講 演(95) 

昼食休憩 

(60) 

研修Ⅱ 
分科会協議(140) 

 

＜全体会＞ 

  ☆役員紹介（県連小幹事） 

  （１）開会のあいさつ（実行委員長）      （５）来賓紹介（県連小幹事） 

  （２）国歌・県民歌斉唱（指揮：実行委員会）  （６）大会宣言（県連小研修委員長） 

  （３）会長あいさつ（県連小会長）       （７）閉会のあいさつ 

  （４）来賓あいさつ（県教育長様）          （次回実行委員長：北村山地区） 

                          ☆諸連絡（実行委員会） 

 
８ 研修Ⅰ 講演 

演 題 「未来に継承したい在来作物の魅力」  

  講 師  山形大学農学部教授  江 頭  宏 昌 氏  
 
 
 
 
 
 

1964年福岡県北九州市生まれ。1990年京都大学大学院農学研究科修了。同年に山形大学農学部助手。2001年よ

り助教授、2015年より現職。博士（農学）。専門は植物遺伝資源学。「野菜の在来品種は生きた文化財であり、

その保存が急務である」という故･青葉高博士の考えに共鳴し、山形県内外の在来作物の研究や保存活動などに

積極的に取組んでいる。  山形在来作物研究会会長 



９ 研修Ⅱ 分科会協議                           

◎印： 東北連小でも発表 

１０  その他 

（１） 協議会要項、分科会発表骨子は、ホームページに掲載しております。事前にご覧の上ご参加くださいます 
ようお願いします。 

  
（２） 分科会協議は、上記５分科会で 提言発表 → 質疑 → グループ討議 → 全体交流 を基本形とし 

て行います。 
 
（３） 提言発表から学んだことや考えたいこと等について一定時間をとって全体で共有します。その後、グルー 

プで討議の柱にそって協議を深めます。 
 
（４）参加、昼食の申し込み及び支払い、並びに各種資料、原稿、アンケート等の提出について、ホームページ 

を通してお知らせします。 
 
（５） 不明な点は、下記までお問い合わせください。 
 

 
 ○研究協議会事務局長 
  〒９９７－０８３３  鶴岡市柳田字田中２８番地１ 鶴岡市立朝暘第四小学校長  樋坂  聡 

    TEL ０２３５－２２－８３４３ E-mail：choyo4-e@school.city.tsuruoka.yamagata.jp 

  FAX ０２３５－２２－８３４４ 

 ○研究協議会事務局ホームページ      http://www.kenrensyo.info/ 

 

【領  域】 
分 科 会 

 
研  究  課  題 

 

 
提言地区 

 

 
会 場 

 
 
１ 

 

 
【学校経営】 
評価・改善 

 

学校評価と教職員人事評価を生かした 

学校経営の推進 
西村山 葉 山 

 
２ 

 

 
【教育課程】 
豊かな人間性 

 

絆づくりを通して豊かな人間関係を育む 

教育課程の工夫 
◎北村山 最 上 

 
３ 

 

 
【指導・育成】 
研究・研修 

 

学校の教育力を高める研究・研修の推進 東置賜
 

月 山 

 
４ 

 

 
【危機管理】 
学校安全 

 

命を守る安全教育・防災教育の推進 山 形 朝 日 

 
５ 

 

 
【教育課題】 
自立と社会性 

 

自立を図り社会性を育てる教育の推進 ◎上 山
 

鳥 海 

  
 

   


